
レジリエンス研究教育推進コンソーシアム令和元年度総会議事次第 
 
 
1 日時：令和元年 6 月 3 日(月)14 時 00 分～15 時 00 分 
 
2 場所：日本自動車研究所 本館 4 階 401 会議室 
 
3 議事 
総会出席者名簿について ············································································· 資料 1 (P1～) 
【審議事項】 

(1) 2019 年度年間活動計画について ··························································· 資料 2 (P3～) 
(2) Joint Seminar 減災との共同シンポジウム実施要領（案）について ············ 資料 3 (P9～) 
(3) その他 

【報告事項】 
(1) 令和元年度第 1 回幹事会（R1.5.24）について ········································ 資料 4 (P19~) 
(2) 令和元年度リスク工学専攻体制について ················································ 資料 5 (P21~) 
(3) NCDR が提供する科目の追加について 
(4) 国立台湾大学との連携について 
(5) その他 

 
4 配付資料 

資料 1  令和元年度総会出席者名簿 
資料 2  2019 度年間活動計画 
資料 3-1 Joint Seminar 減災との共同シンポジウム実施要領（案） 
資料 3-2 Joint Seminar 減災との共同シンポジウムポスター発送先一覧（案） 
資料 4  令和元年度第 1 回幹事会議事要旨 
資料 5-1 令和元年度リスク工学専攻体制 
資料 5-2 令和元年度リスク工学専攻教員一覧 
資料 5-3 令和元年度リスク工学専攻教育課程 

 
5 その他 今後の予定 

写真撮影、日本自動車研究所見学会 





（敬称略、網掛けは⽋席）

出⽋ 機関 委員 委員代理 陪席者

出席 セコム

IS研究所 リスクマネジメント
グループ
グループリーダー
⽢利 康⽂

ＩＳ研究所 企画グループ
主務研究員
平岡 良彦

出席 ⼤⽇本印刷
研究開発センター
課⻑
佐波 晶

⽋席 ⽇本電気
セキュリティ研究所
主任研究員
柳⽣ 智彦

出席 スリーエム ジャパン
国⼟強靭化プロジェクト本部
統轄技術部⻑
飯野 誠司

常務執⾏役員 CTO
Liu Qiao

理事
⾒⽬ 久美⼦
理事
真城 源学

出席 電⼒中央研究所
企画グループ 研究管理担当
スタッフ 上席
星川 英

企画グループ 研究管理担当
スタッフ 事務員
⾼橋 宗吾

エネルギーイノベーション創発
センター テクノロジープロモー
ションユニット 研究企画・管理
グループ
スタッフ 上席研究員
⼭本 博⺒

出席 ⽇本⾃動⾞研究所
代表理事
研究所⻑
永井 正夫

安全研究部 安全グループ
主任研究員
安部 原也

出席
海上・港湾・航空技
術研究所
電⼦航法研究所

航空交通管理領域
領域⻑
中島 徳顕

出席 産業技術総合研究所
安全科学研究部⾨
研究部⾨⻑
緒⽅ 雄⼆

エネルギー・環境領域 研究企画
室
企画主幹
⽵下潤⼀
企画部
次⻑
中島 壮⼀
企画部社会連携課
係員
前⼭ 明輝

⽋席
労働者健康安全機構
労働安全衛⽣総合研
究所

災害調査分析センター
センター⻑
池⽥ 博康

出席 NCDR（台湾）
Secretary General
Wei-Sen Li

出席
教育担当副学⻑
清⽔ 諭

システム情報系
教授
伊藤 誠

出席

学位プログラムリーダー
（システム情報系 教授
リスク⼯学専攻⻑）
遠藤 靖典

システム情報エリア⽀援室
⽀援室⻑
⽯濱 悟

関係出席者
筑波⼤学 システム情報エリア⽀援室 主幹 仲村 伸治 主幹 ⼤塚 秀男 係⻑ 秋葉 ⼀能 ⼀般職員 鈴村 朋美
レジリエンス研究教育推進コンソーシアム 事務担当者
松原 悠
Mail: matsubara@risk.tsukuba.ac.jp Tel: 029-853-4975 Fax: 029-853-5717
〒305-8573 茨城県つくば市天王台1-1-1 筑波⼤学システム情報エリア⽀援室内

筑波⼤学

令和元年度総会出席者名簿

出席 DRIジャパン
理事⻑
⻑瀬 貫窿

出席 防災科学技術研究所
理事⻑
林 春男

1

資料1



2



2019 年度年間活動計画 ver.2 

年月 総会・運営委員会 幹事会 
2019年 
4 月 
5 月 第 1回幹事会 ※日時を変更して実施済 

5 月 24 日(金)13:00-14:00 
防災科学技術研究所 東京会議室（虎ノ門） 

6 月 総会 
6 月 3日(月)14:00-16:30（見学会含む） 
日本自動車研究所（つくば市） 

7 月 第 2回幹事会 
7 月 22 日(月)10:00- 
防災科学技術研究所 東京会議室（虎ノ門） 

8 月 

9 月 第 3回幹事会 
9 月 30 日(月)10:00- 
防災科学技術研究所 東京会議室（虎ノ門） 

10月  筑波会議
10 月 3 日(木)14:00-
つくば国際会議場（つくば市）

 Joint Seminar 減災との共同シンポジウム
10 月 25日(金)14:00-16:50 関西大学 梅田キャンパス（大阪市）
（第 4 回幹事会 11:00-12:00、第 1 回運営委員会 12:15-13:30）

11月 

12月 

2020年 
1 月 

第 2回運営委員会（開催機関検討中） 

2 月 第 5回幹事会 
2 月 17 日(月)10:00- 
防災科学技術研究所 東京会議室（虎ノ門） 

3 月 第 3回運営委員会（開催機関検討中） 

4 月 

協働大学院協定締結 

協働大学院協定実施 

資料2
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日本語 姓 名
English Last name First name

日本語

English

日本語

English

E-mail
電話番号（学内）

日本語 姓 名
English Last name First name

日本語

English

日本語
English
E-mail

電話番号（学内）

日本語

English

Center for Comprehensive Management of Disaster Information, National Research
Institute for Earth Science and Disaster Resilience
Faculty of Engineering, Information and Systems, University of Tsukuba

日本語

　近年の社会情勢の不安定化により、従来のリスクマネジメントの考え方・
方法論では対応できない不測の事態が数多く発生し、リスクマネジメントを
超える新たな概念が希求されるようになってきている。そのような状況を背
景として、「不測の事態や状況の変化に柔軟に対応し、求められる機能を
維持提供し続け、回復する能力」であるレジリエンスが、リスクに代わる新
たな概念として注目されている。
　これらに対応するため、2017年12月26日、企業、研究機関、大学の協働
により、レジリエンス研究教育推進コンソーシアムが発足した。本サブセッ
ションでは、同コンソーシアム参画機関である筑波大学、防災科学技術研
究所、セコム株式会社、國家災害防救科技中心（台湾）の協働により、レジ
リエンス社会の実現に向けた防災およびサイバーレジリエンスの取組・在
り方について多角的に検討する。

E li h

Because of instability of social situations recently, contingencies we
can’t handle with conventional way of thinking and methods of risk
management occur often. In this circumstance, new concept,

セッション概要
（日本語・英語併記）

センター長
客員教授
Director-General
Visiting Professor

セッション名
Disaster Resilience, Human Factors, Cyber Resilience toward Realization
of Resilience Society

Risk, Resilience, Disaster, Human Factors, Cyber

レジリエンス社会の実現に向けた防災・ヒューマンファクター・サイバーレジ
リエンス

エデュケーション・アドミニストレーター
Education Administrator選択してください その他（記入）

サブセッション

名前
Usuda

所属

連絡先

筑波会議2019　セッション企画提案書

Yu
悠

キーワード
（英語で5つまで）

I セッション区分

Ⅱ セッションオーガナイザー情報

Ⅲ セッション情報

(Ⅱ-2）共同オーガナイザー

(Ⅱ-1）セッションオーガナイザー

(Ⅲ-1) セッション概要

連絡先

国立研究開発法人 防災科学技術研究所 総合防災情報センター
筑波大学 システム情報系

029-863-7553（学外）

選択してください その他（記入）

Academic Service Office for the Systems and Information Engineering Area,
University of Tsukuba

matsubara@risk.tsukuba.ac.jp
029-853-4975

職名

裕一郎
Yuichiro

usuyu@bosai.go.jp

臼田

選択してください

その他（記入）

その他（記入）

筑波大学　システム情報エリア支援室

（筑波会議ウェブサイト掲載予定）

名前

職名

所属

松原
Matsubara

選択してください
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セッション構成
（English）

* This session is conducted in English.
Explanation about aim for 10 minutes
Moderator Yuichiro Usuda. (same as the Session Organizer)
Short presentation for 30 minutes (for 10 minutes by one speaker *3 ）.
(1) )"Mass Movement Warning System in Taiwan Using Soil Water Index"

（Dr. Chi-Wen Chen, Assistant Researcher of  Climate Change Division, National
Science and Technology Center for Disaster Reduction (Taiwan)）
(2) "Human Factors Solutions For Improving Human Interaction with Automation"
Mr. Husam Muslim (Student of Graduate School of Systems and Information

Engineering, University of Tsukuba)
(3) "Cybersecurity toward Resilient Social Infrastructure (draft)"
Dr. Masaki Shimaoka (Chief Scientist of Cyber Security Group, Communication
Platform Division of Intelligent Systems Laboratory, SECOM CO.,LTD／Visiting
Associate Professor of Faculty of Engineering, Information and Systems, University
of Tsukuba)
Discussion for 10 minutes (between the moderator and speakers)
Q&A between audience and speakers for 30 minutes
General Overview for 10 minutes (by the moderator)

English
（30-100
words)

management occur often. In this circumstance, new concept,
resilience, is aspired. In this sub-session, University of Tsukuba,
National Research Institute for Earth Science and Disaster Resilience,
SECOM Co., LTD., and National Science and Technology Center for
Disaster Reduction (Taiwan), which participate in Resilience Research
and Education Promotion Consortium, will work together to develop
disaster resilience, human factors, cyber resilience for the realization
of resilience society.

セッション構成
（日本語／英語
どちらかで記入）

※英語で実施する。
趣旨説明　10分間

モデレーター　臼田 裕一郎（セッションオーガナイザーに同じ）
ショートプレゼン　30分間（スピーカー1人あたり10分間×3人）
(1)「Mass Movement Warning System in Taiwan Using Soil Water Index」

（Chi-Wen Chen氏、國家災害防救科技中心 Climate Change Division Assistant
Researcher）
(2) 「Human Factors Solutions For Improving Human Interaction with Automation」

Husam Muslim氏（筑波大学 システム情報工学研究科 リスク工学専攻 大学院生）
(3) 「Cybersecurity toward Resilient Social Infrastructure (仮)」

島岡 政基氏（セコム株式会社 IS研究所 コミュニケーションプラットフォームディビ
ジョン　サイバーセキュリティグループ 主任研究員／筑波大学 システム情報系 客員
准教授）
ディスカッション　10分間（モデレーターとスピーカーによる）
フロアーとのQ&A　30分間
総括　10分間　（モデレーターによる）

(Ⅲ-2) セッション構成
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Joint Seminar 減災との共同シンポジウム実施要領（案） 

「想定外」を想定できるこれからの人材育成とは―教師・学生・企業の視点から― 

1. 経緯
本コンソーシアム林会長から、コンソーシアムと Joint Seminar 減災（代表：林会長、河

田惠昭特別任命教授<関西大学社会安全研究センター長>）との共同シンポジウムを開催す
る提案があり、幹事会・運営委員会で承認。Joint Seminar 減災事務局の木村玲欧教授（兵
庫県立大学）と随時連絡調整しながら、コンソーシアムが原案を作成することとなった。 

2. スケジュール
3 月 26 日(火)運営委員会で共同シンポジウム実施決定
5 月 24 日(金)コンソーシアム幹事会で実施要領（案）審議
6 月 3日 (月)コンソーシアム総会で実施要領（案）審議

  Joint Seminar 減災との最終調整については幹事会に付託することを審議 
6 月中旬 Joint Seminar 減災と最終調整、幹事会で決定 
6 月下旬 講演者等交渉・決定、後援依頼 
7 月上旬 Joint Seminar 減災と広報方法・事前申込方法・会場準備の調整 
8 月下旬 事前申込開始、ポスター発送 
9 月上旬 コンソーシアム関係出席者の決定 
10 月 9 日(水) 事前申込締切 
10 月 25日(金) シンポジウム当日 

3. 日時・場所（関係者向け）
2019 年 10 月 25 日(金)

11:00-12:00 幹事会 関西大学  梅田キャンパス 
KANDAI Me RISE 705 教室 

12:15-13:30 運営委員会 同上 昼食あり 
14:00-16:50 共同シンポジウム 同棟 8 階大ホール（最大 250

名収容） 
事前登録推奨（当日
参加可）、無料 

17:00-18:00 レセプション 同棟 705 教室 事前登録・会費制 
18:30- 情報交換会 近隣飲食店 Joint Seminar 減災・

コンソーシアム関係
者のみ

4. 目的
コンソーシアムの活動を関西地区でアピールし、新規参画、学生獲得に繋げる。
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5. タイトル
2019 年度 第３回 Joint Seminar 減災・第 2 回レジリエンス研究教育推進コンソーシア

ム 共同シンポジウム

6. テーマ
「想定外」を想定できるこれからの人材育成とは―教師・学生・企業の視点から―

7. テーマ説明文
東日本大震災をはじめとする近年の不安定な社会情勢において、安全・安心な社会を実現

するためには、想定を超える危機に立ち向かい社会システムを回復する方法を準備してお
く必要がある。そして、そのような安全・安心な社会を持続させるためには、これからの社
会を担うレジリエンスの専門家を育成していかなければならない。世の中では低い確率で
起こることを「想定外」というが、本シンポジウムでは、「想定外」を想定できるレジリエ
ンス人材をどのように育成しうるのかについて、教師・学生・企業がそれぞれの実践の蓄積
を持ち寄って多角的に検討する。

8. テーマ設定の意図
Joint Seminar 減災は災害・防災に特化した研究会であるが、今年度のテーマは「防災教

育・レジリエンス教育」であり、「災害・防災だけにとどまらないレジリエンス教育の姿も、
一緒に考えていきたい」という方針が示されている。一方、リスク工学専攻は、従来から災
害・防災にとどまらないレジリエンス分野（リスク・レジリエンス基盤、環境・エネルギー
システム、サイバーレジリエンス）において横断的に教育を行っており、それ自体が Joint
Seminar 減災の今年度のテーマと合致する。そこで、リスク工学専攻のこれまでの教育の蓄
積と、コンソーシアム各機関のこれまでの人材育成の蓄積を相互に参照し、レジリエンス人
材を育成する課題について検討を深めたい。

9. 想定する聴衆
・Joint Seminar 減災会員およびその紹介者（100 名）
（全会員数は 350 名。うち防災系行政職員 4 割、研究者 3割、一般市民 3割）

・関西地区におけるリスク・レジリエンス分野の企業・研究機関、学生
＜参考＞
・例年の公開シンポジウムでは会員 50 名・非会員 60 名の計 110 名程度が出席。（ただし
「神戸防災の日」イベントの一環として）

・例年の研究会には、会員 40 名が出席。
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10. 次第（一般向け）（敬称略、赤字は想定者）
2019 年 10 月 25 日(金) 司会 古川 宏（筑波大学 システム情報系 准教授）
第 1 部 講演 

13:00-14:00 受付・会計 
参加者に意見・質問シートを配付 

14:00-14:05 開会挨拶 
Joint Seminar 減災（河田 惠昭 関西大学 特別任命教授／Joint Seminar 

減災 代表） 
14:05-14:20 講演 

「筑波大学におけるレジリエンス人材育成」（仮） 
 筑波大学（遠藤 靖典 システム情報系 教授／リスク工学専攻長 or 岡
島 敬一 システム情報系 教授 or 鈴木 勉 システム情報系 教授） 

14:20-14:35 話題提供 1 
「企業・団体におけるレジリエンス人材育成 1」（仮） 
レジリエンス研究教育推進コンソーシアム参画機関（DRI ジャパン）

14:35-14:50 話題提供 2 
「企業・団体におけるレジリエンス人材育成 2」（仮） 
レジリエンス研究教育推進コンソーシアム参画機関（日本電気）

14:50-15:05 話題提供 3 
「関西大学におけるレジリエンス人材育成」（仮） 
関西大学（永松 伸吾 関西大学 社会安全学部 教授） 

15:05-15:20 話題提供 4 
「社会人学生からみたレジリエンス人材育成」（仮） 
筑波大学リスク工学専攻学生（糸井川 栄一 教授 指導学生） 

15:20-15:30 休憩 
参加者から意見・質問シートを回収 

第 2 部 パネルディスカッション 

15:30-16:45 パネルディスカッション 
「『想定外』を想定するこれからの人材育成とは」 

モデレーター 甘利 康文（セコム株式会社 IS 研究所 リスクマネジメン
トグループ グループリーダー／レジリエンス研究教育推
進コンソーシアム 副会長）

登 壇 者  各講演者・話題提供者 
16:45-16:50 閉会挨拶 

林 春男 防災科学技術研究所 理事長／レジリエンス研究教育推進コン
ソーシアム 会長／Joint Seminar 減災 代表

レセプション

17:00-18:00 レセプション
コンソーシアム総合案内ブースで問合せ受付
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11. 広報
〇Joint Seminar 減災担当
・会員へのメール、および会員からのメール転送
・例年送付先へのポスター発送

〇レジリエンス研究教育推進コンソーシアム担当 
・ポスター発送（合計 504 機関＋α）

リスク工学専攻広報物送付先の高専・大学（192機関）
大阪府・兵庫県・京都府・奈良県と各市区町村（210 機関）
関西地区の大学・研究機関（23 機関）
防災関係省庁（48 機関）
後援機関（19 機関）
参画機関（NCDRを除く 12 機関）
関西地区の企業（α機関、未選定）

・ウェブサイト掲載（参加申込も受付）

12. 経費
会場費：無料（Joint Seminar 減災 河田 惠昭 代表が関西大学所属のため）
広報費：Joint Seminar 減災担当分は事務局 木村先生の科研費から支出

レジリエンス研究教育推進コンソーシアム担当分は筑波大学協働大学院予算か
ら支出

13. 主催等
主催：Joint Seminar 減災、レジリエンス研究教育推進コンソーシアム
後援：前回同様の学協会（地域安全学会、日本災害情報学会、日本自然災害学会、日本災

害復興学会、情報処理学会、電子情報通信学会、日本知能機能ファジィ学会、エネ
ルギー・資源学会、日本エネルギー学会、日本都市計画学会、土木学会、警察政策
学会、日本市民安全学会、日本情報経営学会、日本航空宇宙学会、キッズデザイン
協議会、日本防災産業会議、日本ネットワークセキュリティ学会、日刊工業新聞社） 
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Joint Seminar 減災との共同シンポジウム 
ポスター発送先一覧（案）（レジリエンス研究教育推進コンソーシアム担当分） 

504機関＋α（関西地区の企業） 

192 の高専・大学（工学部、理工学部）（A2 版

1 枚・A4 版 1 枚） 

函館工業高等専門学校 
苫小牧工業高等専門学校 
釧路工業高等専門学校 
旭川工業高等専門学校 
八戸工業高等専門学校 
一関工業高等専門学校 
仙台高等専門学校（名取キャンパス） 
仙台高等専門学校（広瀬キャンパス） 
秋田工業高等専門学校 
鶴岡工業高等専門学校 
福島工業高等専門学校 
茨城工業高等専門学校 
小山工業高等専門学校 
群馬工業高等専門学校 
木更津工業高等専門学校 
東京工業高等専門学校 
東京都立産業技術高等専門学校（品川キャ
ンパス）
東京都立産業技術高等専門学校（荒川キャ
ンパス）
サレジオ工業高等専門学校
長岡工業高等専門学校
長野工業高等専門学校
富山工業高等専門学校（本郷キャンパス）
富山工業高等専門学校（射水キャンパス）
石川工業高等専門学校
金沢工業高等専門学校
福井工業高等専門学校
岐阜工業高等専門学校

沼津工業高等専門学校 
豊田工業高等専門学校 
鳥羽商船高等専門学校 
鈴鹿工業高等専門学校 
近畿大学工業高等専門学校 
舞鶴工業高等専門学校 
大阪府立工業高等専門学校 
明石工業高等専門学校 
神戸市立工業高等専門学校 
奈良工業高等専門学校 
和歌山工業高等専門学校 
米子工業高等専門学校 
松江工業高等専門学校 
津山工業高等専門学校 
広島商船高等専門学校 
呉工業高等専門学校 
徳山工業高等専門学校 
宇部工業高等専門学校 
大島商船高等専門学校 
阿南工業高等専門学校 
香川高等専門学校（高松キャンパス） 
香川高等専門学校（詫間キャンパス） 
新居浜工業高等専門学校 
弓削商船高等専門学校 
高知工業高等専門学校 
久留米工業高等専門学校 
有明工業高等専門学校 
北九州工業高等専門学校 
佐世保工業高等専門学校 
熊本高等専門学校（熊本キャンパス） 
熊本高等専門学校（八代キャンパス） 
大分工業高等専門学校 
都城工業高等専門学校 
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鹿児島工業高等専門学校 
沖縄工業高等専門学校 
会津大学 
福島大学 
茨城大学 
筑波技術大学 
宇都宮大学 
群馬大学 
前橋工科大学 
埼玉大学（工学部） 
埼玉大学（経済学部社会環境設計学科） 
千葉大学 
東京大学 
東京工業大学 
東京農工大学 
電気通信大学 
東京海洋大学 
首都大学東京 
横浜国立大学 
新潟大学 
長岡技術科学大学 
山梨大学 
信州大学 
静岡大学 
足利工業大学 
埼玉工業大学 
日本工業大学 
ものつくり大学 
千葉科学大学 
千葉工業大学 
東京理科大学（理工学部） 
東京理科大学（基礎工学部） 
慶応義塾大学 
早稲田大学（先進理工学部） 
早稲田大学（基幹理工学部） 
上智大学 

明治大学 
青山学院大学 
中央大学 
法政大学（デザイン工学部） 
法政大学（工学部） 
法政大学（理工学部） 
芝浦工業大学（工学部（埼玉県）） 
芝浦工業大学（工学部（東京都）） 
成蹊大学 
東京都市大学 
日本大学（理工学部（東京都）） 
日本大学（理工学部（千葉県）） 
創価大学 
東京電機大学 
工学院大学（工学部（八王子市）） 
工学院大学（工学部（新宿区）） 
桜美林大学 
東洋大学 
玉川大学 
拓殖大学 
東京工芸大学 
国士舘大学 
帝京大学 
明星大学 
東海大学 
神奈川大学 
神奈川工科大学 
関東学院大学 
新潟工科大学 
富士常葉大学 
（以下、リスク工学専攻と交流のある研究者・

組織宛） 

芝浦工業大学 工学部 通信工学科 
電気通信大学 大学院情報システム学研究
科 
電気通信大学 大学院情報システム学研究

14



科 
日本大学 生産工学部 機械工学科 綱島研
究室 
神奈川工科大学工学部ロボット・メカトロ
ニクス学科
東京理科大学 工学部 第一部 電気工学
科
東京工科大学 コンピュータサイエンス学
部
明治大学 総合数理学部 先端メディアサ
イエンス学科
九州大学 大学院システム情報科学研究院
情報工学部門
金沢工業大学 情報フロンティア学部メデ
ィア情報学科
信州大学 工学部・電気電子工学科
広島大学大学院工学研究院 情報部門 計
算機基礎学研究室 
静岡大学 情報学部・情報科学科 
東京大学 生産技術研究所・大学院情報学環 
岩手県立大学 ソフトウェア情報学部 
神戸大学 工学部 
岡山大学大学院 自然科学研究科 
電気通信大学 電気通信学部・人間コミュニ
ケーション学科
中央大学研究開発機構 教授
富士常葉大学
神戸大学
富士常葉大学 環境防災学部
東京大学生産技術研究所都市基盤安全工学
国際研究センター(ICUS)
横浜国立大学 大学院 環境情報研究院 環
境システム学専攻担当
富士常葉大学 環境防災学部
富士常葉大学 環境防災学部
明治大学大学院政治経済学研究科政治学専

攻 
京都大学 防災研究所 巨大災害研究センタ
ー 
京都大学 防災研究所 巨大災害研究センタ
ー 
東京大学 生産技術研究所 都市基盤安全工
学国際研究センター 
千葉大学 工学部 都市環境システム学科 
秋田県立大学 木材高度加工研究所 
首都大学東京 大学院 都市環境科学研究科 
青山学院大学 
秋田県立大学 
大阪教育大学 
岡山理科大学 
金沢工業大学 
金沢大学 
関西国際大学 
関西大学 
公立はこだて未来大学 
芝浦工業大学 
島根大学 
信州大学 
仙台高等専門学校 
中部大学 
東北学院大学 
東北大学 
富山県立大学 
豊田工業大学 
長崎県立大学 
日本大学 
浜松医科大学 
兵庫教育大学 
福岡県立大学 
北海道大学 
山口大学 
山口大学 
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米子工業高等専門学校 
立命館アジア太平洋大学 
金沢大学理工学域電子情報学類 
筑波技術大学保健科学部 
東京大学 空間情報科学研究センター 
東北大学災害科学国際研究所 
東邦大学 理学部 情報科学科 

210 の地方自治体（A2 版 1 枚・A4 版 1 枚） 

大阪府および 33 市 31 区 9 町 1 村（合計 75）

兵庫県および 29 市 9 区 12 町（合計 51）

京都府および 15 市 11 区 10 町 1 村（合計 38）

奈良県および 12 市 15 町 12 村（合計 40）

23 の関西地区の大学・研究機関（A2 版 5 枚・

A4 版 40 枚） 

関西大学（広報担当） 
関西大学（社会安全学部） 
奈良先端科学技術大学院大学 
関西学院大学 
同志社大学 
立命館大学 
京都大学 
大阪大学 
神戸大学 
大阪市立大学 
兵庫県立大学 
滋賀県立大学 
近畿大学 
京都産業大学 
龍谷大学 
甲南大学
大阪工業大学
摂南大学
大阪産業大学
大阪電気通信大学

理化学研究所次世代コンピュータ開発実施
本部 
京都高度技術研究所 
国際電気通信総合研究所 

48 の防災関係省庁（A2 版 1 枚・A4 版 1 枚） 

警察大学校 
科学警察研究所 
警察政策研究センター 
消防大学校 
防衛省陸上自衛隊 陸上幕僚監部 人事教
育部 
防衛省海上自衛隊 海上幕僚監部 人事教
育部 
防衛省航空自衛隊 航空幕僚監部 人事教
育部 
防衛装備庁 技術戦略部 
国土交通省 都市局 都市安全課 
国土交通省 都市局 市街地整備課 
国土交通省 都市局 公園緑地・景観課 
国土交通省 水管理・国土保全局 水政課 
国土交通省 水管理・国土保全局 河川計
画課 
国土交通省 水管理・国土保全局 治水課 
国土交通省 水管理・国土保全局 防災課 
国土交通省 水管理・国土保全局 砂防計
画課 
国土交通省 道路局 環境安全・防災課 
国土交通省 住宅局 建築指導課 
国土交通省 住宅局 市街地建築課 
国土交通省 鉄道局 安全監理官 
国土交通省 自動車局 安全政策課 
国土交通省 海事局 安全政策課 
国土交通省 港湾局 海岸・防災課 
国土交通省 航空局 安全部 安全企画課 
国土交通省 航空局 安全部 運航安全課 
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国土交通省 航空局 安全部 航空機安全
課 
内閣府 政策統括官(防災担当) 
復興庁 住宅班 
復興庁 被災者支援班 
復興庁 インフラ構築班 
復興庁 災害廃棄物処理・環境班 
復興庁 復興ビジョン・計画班 
復興庁 原子力災害復興班 
総務省 消防庁 予防課 
総務省 消防庁 国民保護・防災部 防災
課 
総務省 消防庁 国民保護・防災部 地域
防災室 
総務省 消防庁 国民保護・防災部 広域
応援室 
総務省 消防庁 国民保護・防災部 応急
対策室 
総務省 消防庁 国民保護・防災部 防災
情報室 
総務省 消防庁 消防研究センター 
環境省 大臣官房総務課危機管理室 
環境省 総合環境政策統括官 総合政策課 
環境省 総合環境政策統括官 環境影響評
価課 
環境省 地球環境局 地球温暖化対策課 
環境省 水・大気環境局 大気環境課 
環境省 水・大気環境局 自動車環境対策
課 
環境省 水・大気環境局 水環境課 
環境省 水・大気環境局 土壌環境課 

19 の後援機関（A2 版 1 枚、A4 版 20-80 枚） 

一般社団法人 地域安全学会 
日本災害情報学会 
日本自然災害学会 

日本災害復興学会 
一般社団法人 情報処理学会 
電子情報通信学会 
日本知能情報ファジィ学会 
一般社団法人 エネルギー・資源学会 
一般社団法人 日本エネルギー学会 
公益社団法人 日本都市計画学会 
公益社団法人 土木学会 
警察政策学会 
日本市民安全学会 
日本情報経営学会 
一般社団法人 日本航空宇宙学会 
キッズデザイン協議会
特定非営利活動法人 日本ネットワークセ
キュリティ協会
日本防災産業会議
日刊工業新聞社

12 の参画機関（NCDR を除く）（A2 版 10 枚、

A4 版 40 枚） 

DRI ジャパン 
防災科学技術研究所 
労働者健康安全機構 
電子航法研究所 
大日本印刷株式会社 
日本自動車研究所 
日本電気株式会社 
セコム株式会社
産業技術総合研究所
電力中央研究所
スリーエム ジャパン株式会社
筑波大学（A2 版 100、A4 版 900）

関西地区の企業（α）（A2版 10 枚、A4版 40 枚） 

（未選定、Joint Seminar 減災と相談） 
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レジリエンス研究教育推進コンソーシアム令和元年度第 1回幹事会議事要旨

1 日時：令和元年 5月 24日(金)13時 00分～14 時 00 分 
2 場所：防災科学技術研究所 東京会議室 
3 出席者：林（会長）、甘利（副会長）、遠藤 

陪席者：臼田（防災科学技術研究所）、中島（〃）、坂入（〃）、前山（〃）、平岡（セコ 
ム）、秋葉（筑波大学）、松原（〃）、鈴村（〃）        （敬称略） 

4 議事 
(1) Joint Seminar 減災との共同シンポジウムについて（案）

遠藤委員より、資料 1, 2に基づき、Joint Seminar 減災との共同シンポジウムのテーマ、
次第、広報等について説明があり、次のとおり一部修正のうえ承認された。

 テーマの「『想定外』を想定する」を「『想定外』を想定できる」に修正。
 テーマ説明文に、「世の中では低い確率で起こることを『想定外』という」旨

加筆。
 各話題提供の時間を 10 分から 15 分に修正。また、コーヒーブレイクを休憩

とし、時間を 30 分から 10 分に修正。
 話題提供 3 について、仮タイトルを「関西大学におけるレジリエンス人材育

成」とし、話題提供者を同大社会安全学部の永松教授に修正。
 パネルディスカッションのモデレーターを甘利副会長とし、登壇者から林会

長と Joint Seminar 減災 河田代表を除く。
 閉会挨拶後にレセプション（軽食あり）を実施。
 レセプション後に Joint Seminar 減災・コンソーシアム関係者のみの情報交換

会を実施。
 ポスター発送先に、大阪府市区町村のみならず、兵庫県、京都府、奈良県の各

市区町村を追加。

(2) 令和元年度リスク工学専攻体制について
遠藤委員より、資料 3-5に基づき、筑波大学リスク工学専攻の入学者数、担当教員、開
設科目について報告があった。

(3) NCDR科目追加について
遠藤委員より、NCDR から筑波大学リスク工学専攻に提案された科目について、今年
12 月の開講を目指して手続きを進めている旨説明があった。

(4) 台湾大学との連携について
遠藤委員より、今後の台湾大学との連携の進め方について意見伺いがあり、林会長より、
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今後も連絡を取り合い、例えば来日のうえ講演いただく等の交流を続けていくことが必
要であるとの意見があった。 

(5) その他
特になし。

以 上 
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令和元年度リスク工学専攻体制 

1. 教員数
（令和元年 4月 1 日現在） 

令和元年度(A) 平成 30年度(B) 差（A-B） 
専任教員 18 16 ＋2 
うち教授 7 7 ±0 
うち准教授 6 6 ±0 
うち助教 5 3 ＋2 

兼担教員 5 6 －1 
うち教授 3 4 －1 
うち准教授 2 2 ±0 
うち助教 0 0 ±0 

客員教員 11 0 ＋11 
うち教授 8 0 ＋8 
うち准教授 3 0 ＋3 

非常勤講師 25 27 －2 
うちコンソーシアム関係 17 1 ＋16 

2. 入学者・学生数
（令和元年 5月 1 日現在） 

令和元年度(A) 入学・収容定員(B) 充足率（A/B） 
前期課程 1 年(M1) 44 30 147% 
前期課程 2 年(M2) 40 30 133% 
前期課程合計 84 60 140% 
後期課程 1 年(D1) 10 12 83% 
後期課程 2 年(D2) 13 12 108% 
後期課程 3 年(D3) 16 12 133% 
後期課程合計 39 36 108% 
前・後期課程合計 123 
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謂波大学大学院 システム情輯工学研究料

微リスク工学専攻 0ぉ問い合わせ English 

HOME 教員一 覧 リスク工学研究会 (RERM) 「リスク工学シリーズ」 紀要「リスク工学研究」 専攻公開 I アクセス

コンテンツ ・ メニュー

専攻概要

教育目標

講義案内

グルー プ研究成果

学位論文

教員 ・学生の受賞

就職支援 ・修了後の進路

レジリエンス研究教育椎進

コンソーシアム

在籍生向けページ

（学内専用ページ）

入試情報

入試基本情報

社会人の方へ：

早期修了プログラム

昼夜開講プログラム

東京会場入試：社会人特別渭抜

（博士後期課程）

留学生の方へ

経済的支援

達成度評価システム

遵評価システムによる
大学院教育実寅化

(2007-2009大学院GP)

関連リンク

筑波大学

大学院システム情報工学研究科

大学院ビジネス科学研究科

理工学群工学システム学類

理工学群社会工学類

情報学群情報科学類

社会 ・国際学群国際総合学類

出＞教員一 覧

教員 一 覧（お問い合わせの際はメールアドレスの
,,

at"を＠に変えてください．）

トータルリスクマネジメント分野 サイバーリスク分野

都市リスク分野 環境 ・エネルギーリスク分野

（＊印は兼担教員です．＋印は博士後期課程のみの指導です．）

ト ー タルリスクマネジメント

客員教授

安部 原也 [HPリンク1 自動車安全性 人と高度運転支援システムとの相互作用，自動運転に対す

agenya る信頼，運転中の認知 ・ 判断 ・ 操作．

" at "J·ari . or.J. p 

教授

伊藤誠 [HPリンク］ システム安全性ヒューマンマシンの信頼と協調，不確実状況での認知 ・推

itoh 論 ・ 決定．リスクの認知と受容．

,, at ,, ri. sk.tsukuba.acjp 

教授

イリチュ（佐藤）美佳[HPリン
多次元データ解析，統計科学類似度の潜在構造モデルに基づくクラスタリ

ングファジィクラスタリング多相 ・多元データ理論
mika 

,, at ,, ri. sk.tsukuba.acjp 

客員教授

内田 信行 [HPリンク］
ヒューマンエラー 分析と交通事故防止，自動運転の安全性評価．

uchida.nobuyuki.fu 

,, at ,, u.tsukuba.acjp 

教授
ソフトコンピューティングによる以下の手法の基礎と応用 クラスタリングを

遠藤靖典 [HPリンク1
はじめとする機械学習、ファジィ推論とファジィ制御、不確実システムの関

endo 

,, at ,, risk.tsukuba.acjp 
数解析的手法によるリスク解析

教授

倉橋節也＊＋ [HPリンク1 社会シミュレーション，進化計算，エージェント技術，データマイニング，技

kurahashi setsuya gf 能伝承支援，推蔵システム

,, at ,, u tsukuba.ac.」P

客員准教授

岡部康平 [HPリンク1
リスク管理：労働災害，安全設計，協働ロボット，介護機器．

okabe 

’‘at ’‘ s.jniosh.johas.go.jp 

准教授

木野泰伸＊＋ [HPリンク1 プロジェクト ・リスク ・マネジメント、業務開発、社会システムのモデリングと

kino 設計．

"at" mbaib.gsbs.tsukuba.acJp 

客員准教授 運転の楽しさの科学，高齢ドライバ ーの認知行動特性，自動運転や運転支

佐藤稔久 [HPリンク1 援の人間工学的実験．

令和元年度リスク工学専攻教員一覧
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リスク・前期・専門基礎科目［共通］（選択必修）

科目薔号 科目名 授業 皐位数 標準履 実樟学期 曜時限方法 修年次

リスク工学前期特別演OICF001 2 1. 0 1 通年 随時習I

リスク工学前期特別濱01CF002 2 2. 0 2 通年 随時習II

01CF011 リスク工学前期特別研 3 4. 0 I 通年 随時究I

01CF012 リスク工学前期特別研 3 4. 0 2 通年 随時究II

リスク工学グルー ブ演01CF021 
習

2 2. 0 I 通年 随時

' 

01GF022 リスク工学概論 1 1.0 1 暮AB 月3

OICF023 リスク工学基礎 1 1.0 1·2 秋AB 月3

OICF041 リスク工学前期イン 3 1.0 1·2 通年 随時ターンシップA

01CF042 リスク工学前期イン 3 2. 0 1·2 通年 随時ター ンシップB

リスク• 前期・専門科目［ト ータルリスクマネジメント分野］

科目誉号 科目名 関 単位数 標準履 実熊学期 曜時限修年次

01GF109 データマイニング 1 2. 0 f, 2 秋AB 火5, 6 

01CF110 金融リスク解析 1 2. 0 1·2 秋AB 金5, 6 

01CF113 視覚シス
・
テム論 1 2.0 1• 2 

01CF114 適応的メディア処理 1 1.0 1• 2 奢AB 月2

01GFl15 データ解析特Iii 1 2. 0 1·2 秋AB 木5,6

実世界指向インタ01CF116 1 2. 0 1·2 秋AB ．水5, 6 フェース

OICF117 ヒュ ーマンファクタ＿ 2 1.0 1•2 秋AB 木2
演習

教室 担当教員

総合 リスク工学専攻専
B0110 任教員

総合 リスク工学専攻専
B0110 任教員

リスク工学専攻専
任教員，庄司学

リスク工学専攻専
任教員，庄司学

リスク工学専攻専
任教員，庄司学，
掛谷英紀

リスク工学専攻専
任教員庄司学，総合 佐波晶柳生智B0110 
彦，青山久枝，中
島徳顕．喬劉

総合 リスク工学専攻専
任教員，庄司学，B112-1 
掛谷英紀

リスク工学専攻専
任教員

リスク工学専攻専
任教員

教室 担当教員

総合 イリチュ，美佳B0110 

総合
B112-1 三崎広海

3B303 亀山啓輔

鈴木大三，鳥場3B405 
雪乃，津川翔

亀田能成掛谷3B302 
英紀

総合 伊藤該，齊藤裕
B112-1 -· 

授集概蔓

各々の，ブ
研レ究ゼにン

関
テ
すーるシブョレンゼ技ン術

テ
のー取シ得ョとン向

を上行を
う図また

る．

各々の研究I二闊するプレゼ ンテーショ ンを行う．
また．ブレゼンテーション技術の取得と向上を図
る．

リスク工学の各研究テーマ,_関する基磯的な知
識を教授するとともに， そのテーマの研究指導を

行う．

リスク工学の各研究テ ー マに閲する基磯的な知
識を教授するとともに． そのテ ーマの研究指導 を

行う．

3-4名の学生グループ毎にリスク工学に関する
特定の繹麗を選択し ． 当該課11を 担当しているア
ドヴァイザー教員のもとで ．グループ

め
として問II

の把握，分析， 考察を行い， 結果をまと る．

リスク工学の基本的概念，リスクの定鴫遅鎗的
基磯と応用， 具体的実例など様々な側面をとりあ
げて概設する．

本講●で は ， 安全，安心社会確立のためのセキュ
リティ技術を統括するリスク管理について，特に
運請面か

ゃ
ら基

セ
本概念を隣説し．様々な分野におけ

るリスク キュリティについての基磯理讀，技
術．社会との関わり の比較を通して．その多様性
と差違を珊解する：

企業.11'公庁の研究所．非営利団体などの硯場に
おける就労体験を通じて自らの能力涵養、遍性
の客観評価を 図るとともに． 将来の進路決定に役
立てる．

企業，官公庁の研究所，非営利団体などの現場に
おける就労体験を通じて自らの能力涸養．遍性
の客観評1i1iを 図るとともに．将来の進路決定に役
立てる．

授稟概璽

デー タ マイニ ングの運11に基づき｀知識発見に
基づく データ 解析技法を統計的学詈瑾綸と機械
学詈珊論の両側面から論じる。

投資や保験を含む広い意味で の金融に関するリ
スク を 、定量的に計測、評価、讐遷するための
手法について、その概念や数珊的技法の基磯を
解説する．

外界 と 計算機と人間の間の情糟交換 を.Iii像メ
ディアを用いて行 う ための科学と工学について
諭じる．人間の視覚， 3次元デ ィスプレイ ， 自由視
点映像，拡張現実感，複合現実感，など．

Adaptive techniques in process i ng, 
recognition and retrieval of mEldia 
Information wi 11 be discuued, (Lecture in 
Engl i6h). 

研
析
究成果の評

，
基価置をか行

ら
う最上新で

の重手蔓法
とにな至る

る
デ
重ー蔓

タ
な

解
トについて

ピックについて檜じ，Rをはじめとするツールを
用いた濱詈を行 う ．

実世界揖向インタ フェ ースについて、特に視覚
メディアを 中心に構成論と先靖技術動向に関す
る講●を行 う 。

人と機械とのインタラクションを中心に、
ヒューマ ン ファクターの分析ならびにシステム
デザインについて事例をもとに分析を行う

傭考

必修

必修

必修

必修

必修

前期課程必修所属課
程の科目誉号で履修す
ること．

02CF105と同一．

必修

レジリエンス研究敦育
推進コ ン ソ ーシアムの
書111機関をはじめとす

る敏員が認めた機関が
対象

レジリエンス研究教育
推進コンソーシアムの
参面機関をはじめとす
る教員が認めた機関が

対象

傭考

蔓菫があれぱ英話で授
稟

01CN225と同一。
蔓菫があれば英籍で授
業

02RB222の●位取得者
は履修不可
西層偶数年度開講．
01CK405と同一．

OIGH609と問ー。
英籍で授業。

01CH738と同一．

英琵で授業．本ブログ
ラムの学生以外が受講
する場合は担当敏員の
許可 を得るこ
と,01CK407のl11位取得
看は履修不可 ，

百層奇数年度開講。
02RB222と同一。

令和元年度リスク工学専攻教育課程（博士前期課程）
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科目詈号 科目名 授業 皐位数 標準履実施学期 曜時隕方法 修年次

認知的インタフェ ース01CF118 1 2. 0 1•2 秋AB 月4, 5 綸 ‘

OICF119 ヒュ ーマンファクタ ー

1 1.0 1·2 夏季休業 集中
特檎 中

01GF120 ソフトコンピュ ーティ 1 2. 0 1• 2 響AB 水3, 4 
ング基礎愴

リスク・前期・専門科目［サイバーリスク分野］

科目蓄号 科目名 授集 単位数 標準履実施学期 曜時限方法 修年次

01CF202 現代情報理檎 1 2. 0 1• 2 響AB 火3,4

OIGF206 サイバーリスク特論 1 1. 0 1·2 夏季休棠 集中中

OICF207 情報セキュリティ特綸 1 2.0 1·2 

01CF208 情報セキュリティ 1 2. 0 1·2 秋AB 月5, 6 

サー ビスとデータプラ01CF209 
イバシ

1 1.0 1·2 響C 集中�

サイバーセキュリティ01CF210 
特愴

1 2. 0 1·2 秋AB 水3,4

01CF211 ネットワ ークセキュリ 1 2. 0 1·2 夏季休業 集中ティ特請 中

01CF212 暗号技術特論 1 2. 0 1·2 賽AB 月1.2

01CF213 サイバーレジリエンス 2 1.0 I·2 賽A 月4. 5 
濱習

教室 担当教員

総合
古川宏B811 

内田信行，安部
原也

総合 遠藤靖典．宮本
B0110 定明

敷室 担当敦員

3B303 片岸 一起

大久保隆夫

3E404 欅璧

佐久1111淳，鈴木
良介，折田明子 ，

濱田浩気

総合
B112-1 面和成

寺田真敏

総合 西出隆志B0110 

島岡政基，西出
総合 隆志，片岸一起，B0110 

面和成

授業概妻

レジリエンスの高い状況遣応的対応には． 状

況 ・環墳に
情作

。
お

複
轄

業

け維
提

解

る
制

析

な
供

約社環

に
会境

基

と婁

づを
・件技豊

く
術
傭

の

ヒ

的確な理解が不可欠となる システムにおけ
る作集看の する方策とし
て、 認知的 ューマ'ンインタ
フェ ース設計法について述べる。

リスク・レジリエンスに関するヒュ ー マンファ
クタ ーの鰭問題について基磯的概念•l!II請を説

明するとともに．具体的解決の方法について．自
動車等の分野における最新の研究動向を含めな
がら事例を鯖説する．

本講● では．ソフトコンピューティングの基礎．
特にあ運い論

まいさを扱う数理について浚述する．抽
象的な のみならず．現実問題への応用などに
も言及する．

授業概妻

本講●では、 染谷・シャノンの標本化定遷を取
り上げ、 ディラックのデルタ関数をベースにし
たlli関敷論を用いることにより、 アナログ情轄
とディジタル

に
情証輯

明
の等価性を保持しつつ、 その

定理を完全 する。 これにより、 染谷・
シャノンの標本化い様定理々においてこれまで明確に

議綸されていな な諫題とその解決策につ
いての見通しがよく なることを示す。 そして、
染谷・シャノンの標本化定珊の一般化であるフ
ルー エンシ情報運綸について概説する。

一般的なソフトウェアの開発手法，および，Webや
モバイルのソフトウェアに漕在する典型的な脆
罰性を含む問羅についての珊解を深める．また．

脆翡性を作りこまないためのセキュアなソフト
ウェアブ開

リ
発方法について，簗講）●および冥詈（実際

のア ケーションを構 を通して技術を深め
る．

情輯セキュリティ確立のための
す
基る菫

代
技
数

術2の一 つ
である暗

基
号
礎
瑾
事

論項 について学修 学 ， 数論
などの について知識を修得した肇， 現代
暗号l!IIIを中心に，情報セキュリティシステムの
代表的な基本構成憂素（公開鍵贖号方式， 鍵配送
方式 、 認証方式など）が動作する理論的な根拠に
ついて運 解を深める．

情
あ
輯

る
セキュリアイを確立するための基盪技術で
晴号 ・認証技術、 及び嗜号・認証技術を運

鱗するための数学基驀知識を説明する。 電子商
取引などへの応用についても解説する。

ビッグデータが
提供

しうる新しい社会のデザイ
ン について学ぶとともに． データプライバシ紐ー済の様 な々llllllとその対処を ． 技術． 社会．法律．

の観点から俯廠する．

数遷の情報科学への応用という観点で，ネット
ワ ークセキュリティ及び暗号技術で主に構成さ
れるサイバーセキュリティの技術について幅広
く学詈する．

インターネットの常時授続の着及に伴い、 マル
ウェアの流布を含むセキュリティ侵害活動は活
発化しており｀ その被害ます

も広範囲かつ多岐に渡
るようになってきてい 。本講●では、セ
キュアな情輯システムを構成するにあたって念
頭に置くべき、 基本的なネットワ ークセキュリ
ティを詈得することを目的としま す．

情報セキュリティを確立するための贖号技術に
ついて学詈する．代数学 ． 数綸などの基磯事項に
ついて知識を習得した援． 現代晴号遷檎を中心

に ， 情輻セキュリティシステムの代表的な基本構
成憂素（公開鍵晴号方式的． 鍵配送方式． 認証方式
など）が動作 する理論 な根拠について理解を深
める．

サイバーセキ，謂ュ査リ
発
テ表ィ

，
！レジリエンス 技術に関し

て文献輪講 濱詈などを通じて理解を
深める。

備考

「ソフトコンピュー

ティング基礎綸1」
「ソフトコンビュー

ティング基礎綸II」と
の重複履修不可
蔓望があれぱ英穎で授

集

傭考

「現代情轄遷鎗とネッ
トワーク」との重複履
修不可
01CH102と同一。

教室：30113(情報科学
類計算機室）
01CH750と同一。

01CH206と問ー ．
2019年度開講せず．

01CN222と同一 。

2014年度まで開講され
た「コンビュータサイ
エンス特別講●VI I IJ 
(01CH711)の単位を修
得した者の履修は認め
ない。響Cに開講。詳
細は掲示を参照のこ
と。
01CH746と同一。

「認証処環特論Jとの
重複履修不可

「ネットワークセキュ
リティ特綸II」との重
複履修不可

「情輯セキュリティ特
論Jとの重複履修不可
01CH219と同ー。

オムニパス
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リスク・後期・専門基礎科目［共通］（必修）

科目薔号 科目名 授業 単位歎 標準履 実麓学期 曜時限方法 修年次

リスク工学後期特別演02CF001 
習

2 2.0 1 - 3 通年 随時

リスク工学後期特別研02CF002 
究

3 6.0 1 - 3 通年 随時

02CF041 リスク工学復
プ

期
A
イン

タ ー ンシッ
3 1.0 1·2 通年 随時

02CF042 リスク工学後期イン 3 2.0 1·2 通年 随時ターンシップB

リスク ・後期・専門科目［分野共通］

科目看号 科目名 悶 単位数 標準履 実施学期 曜時限修年次

リスク・ケーススタ02CF102 
ディ研究

3 1.0 1 - 3 通年 随時

，リスク工学後期ブロ
02CF103 

ジェクト研究
3 2. 0 1 - 3 通年 随時

02CFI05 リスク工学概誼 1 1.0 1 - 3 賽AB 月3

リスク工学後期特別講 夏季休業02CF902 
墓（セキュリティ）

I 1.0 1 - 3 
中 集中

リスク工学後期特別講
02CF906 墓（都市防災・リスク情 1 1.0 1 - 3 賽c 集中

報誼）

リスク工学後期特別講 夏季休業02CF907 
糠（ビジネスリスク）

1 1.0 1 
中 集中

リスク工学後期特別講
02CF90B 墓(!CTとビジネスシス 1 1.0 1 - 3 賽C 集中

テムリスク）

リスク工学後期特別演 賽C
02CF909 習(JCTとビジネスシス 1 1.0 1 - 3 夏季休業 集中

テムリスク） 中

教室 担当教員

リスク工学専攻専
任教員，津田和総合

B0110 彦吉田健一 ，倉
橋節也，木野泰
伸

リスク工学専攻専
任教員，津田和
彦吉田健一

，倉
橋節也，木野泰
伸

リスク工学専攻専
任教員

リスク工学専攻専
任教員

教室 担当教員

リスク工学専攻専
任教員，津田和
彦吉田健一 ，倉
橋節也，木野泰
伸

リスク工学専攻専
任教員，津田和
彦吉田健一 ，倉
橋節也，木野泰
伸

リスク工学専攻専
任教員，庄司学，総合 佐波贔柳生智B0110 
彦青山久枝中
島徳顕，喬劉

総合
B108 満保雅浩

総合 廣井悠8811 

関口昭如，小野
吉昭， 増田聡，大
川学，藤原和典，
吉田僅ー ，倉橋
節也 ， 津田和彦，
木野泰伸

内山洋司岡本
栄司菅原正，甘3L202 
利康文，倉橋節
也，妹尾糠之

3L202 
総合 伊藤該
B811 

授業概憂

各々の研究に関するブレゼン.,.ー ションを行う．
また ， ブレゼンテー ション技術の 取得と向上を図
る．

リスク工学の各
，そ

分

の
野
研
に

究
関
指
係
導

す
を

る
行

具
う
体， 的研究テー

マを設定させ また，
ゼ

専
ン
門分

野のレビューについて外国栢 r::よるプレ
テー ションを行わせる．

企業． 官公庁の研究所．非営利団体などの現場に
おける就労体験を通じて自らの能力涸養、適性
の客観評価を図るとともに， 将来の進路決定に役
立てる．

企業．官公庁の研究所．非営利団体などの現湯に
おける就労体験を通じて自らの能力涵養、遍性
の客観評価を図るとともに．将来の進路決定に役
立てる．

授業概憂

リスクに関わるケーススタディを行うことによ
り ，課題覺JI, 情報，データの収集と解析，多面 的
評価，成果発

プ
表

ロ
にいたる一違の過租を体験する．

学生自主 ジェクトとして措進する．

リス，謂ク査工
・
学分に析

関
にす基

るづブしロジェクトを独自に提案
ブし 、て問題の構造および

ロセスの解明とメカニズムの分 析を行い，問題解
決のため の方策を提言する．

リスク工学の
，具

基
体
本
的
的
実
概
例
念
な

，リスクの定麟瑾鎗的
基磯と応用 ど様々な側面をとりあ
げて概説する．

セキュリティに関する最近の重驀課 題について
講葦する．

本講●は，郷市防災計画および災害情輻分野の現
状を概観する．

育朦社会人であり博士の学位を取得した人を招
き ． 仕事と研究を両立する利点とリスクを具体

備考

必修

必修

レジリエンス研究教育
推進コンソー シアムの
参画機関をはじめとす
る教員が認めた機関が

対象

レジリエンス研究教育
推進コンソー シアムの
参園機関をはじめとす
る教員が認めた機関が

対象

傭考

前翔課程必
誉
修

号
．で所

履
属

修
課

す程の科目
ること．
OICF022と同ー。

01CF902と同一 。

01CF906と同一 、＇

教室：東京キャンパス
文京校會6隋649計算機

的な事例を講和いただくと共に ． ディスカッショ 室
ンを通じて，その対策などを検討する．

本科目では，さらに，社会のさまざまな湯面にお 01CF908と同一．
けるリスク問Illこ対して電気通11技術がどのよ

うに伎われうるか，電気通償技術を利用する際に
どのようなリスク管理が必蔓かについて謂●を
行う．

本科目では，さらに，社会のさまざまな場面にお 01CF909と問ー 。
けるリスク問騒に対して電気通慣技術がどのよ
うに伎われうるか，電気通償技術を利用する憲に
どのようなリスク管理が必憂かについて，具体 的
な事例をとりあげて． 問題の分析．解決策の検討
を行う．

令和元年度リスク工学専攻教育課程（博士後期課程）
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リスク・後期昼夜開講ブログラム ・ 専門基礎科目［共通］（必修）

科目警号 科目名 授業単位 標修準
年

履次 実施学期 曜時隕方 法 数

リスク工学後期特別濱02GF001 2 2. 0 1 - 3 通年 随時習 ｀

リスク工学後期特別研02CF002 
究

3 6.0 1 - 3 通年 随時

02CF041 リスク工学後
プ期A

イン
タ ーンシッ

3 1.0 1·2 通年 随時

02CF042 リスク工学後プ期B イン
ターンシッ

3 2.0 1·2 通年 随時

リスク・後期昼夜開講プログラム ・ 専門科目［分野共通］

科目詈号 科目名 禁 ·: 襴修準
年

履次 実態学期 曜時11l1

リスク・ケーススタ02CF102 
ディ研究

3 1.0 1 - 3 通年 随時

リスク工学後期プロ02CF103 
ジェクト研究

3 2.0 1 - 3 通年 随時

02CF201 情報検索特請 4 1.0 I - 3 署c 応談

02CF202 知的ドキュメント管理 4 1.0 1 - 3 
請

02CF203 ネットワ ーク特請 4 1.0 1 - 3 秋c 随時

02CF204 情報マネジメント 4 1.0 1 - 3 

02GF205 複雑システム槍 4 1.0 1 - 3 秋B 土5,6

02CF206 知能情報システム 4 1.0 1 - 3 

敦宣 担当教員

リスク工学専攻

総合 専任教員，津田
和彦 ， 吉田健一，B0110 
泰倉橋

伸
節也．木野

リスク工学専攻
専任教員， 津田
和彦 ， 吉田健一，

倉橋節也， 木野
泰伸

リスク工学専攻
専任教員

リスク工学専攻
専任教員

教室 担当教員

リスク工学専攻
専任教員， 津田
和彦吉田健一 ，
倉橋節也 ， 木野
泰伸

リスク工学専攻
専任教員，津田

和彦，吉田健一
，

泰倉橋伸節也，木野

津田和彦

吉田健一

，� 

倉橋節也

授集概聾

各々の研究
に
関するプレゼンテーシ ョンを行 うま

た． プレゼン テーシ ョン技術の取得と向上を図る ．

リスク工学の各分野に関係する具体的研究テ ーマを
設

行

ビ定

わ

ュ

せ

ーさせ，その研究指導を行うまた ， 専門分野のレ
について外国籍によるプレゼンテーシ ョンを

る．

企る
業

就
．

労図富体
る

公験
と
庁を

と

の
通も

研
にじ

究

て．所将自
．

来非ら
の

営の進利能路団力決
体

涵定養
な

に、
ど
役適
の

立現性
て

場の
る

に
客．観

お

評け
価を

企価る就
業

を
労1ll1官体
る

公験
と

庁を
と

の
通も
研にじ

究

．て所将自
．

来非ら
の

営の進能
利

路団力決涵
体

定養
な
に、ど役適

の
立
現

性て場の
る

に客． 観お評け

授業概璽

リ
スク

，にい

ト
情

関

た
と

報わ

る
し

・一

て

る
デ違

推

ケー

ー

進の
タ過

ス

す

の種
ス

る

収

．

タ

を
集

デ
体と

験
ィ解

す

を
析
行

る
，う ことに

よ
， ブ
り

成
，
ロ課果題発見 多，学面生的評価

発ミ，，，・表に 自主
ェク

リスク工学に関するプロジェクトを独べ
び

自ブにロ提セ案
ス

し
の

， ＂ 
査 ・ 分 析に基づいて問

析
題の；ぃ構

，

遣問 お よ 解
明とメカニズムの分 を行 ， 題解決のための方
策を提貫す る ．

イ
で
は

分
る

ら

意必は．

野

ン

本憂困図タ

に
講

ー

遷

な

難

つ

●
情

ネ

で解

い
で

輻
て

あ
な

ッ
は

紹

を
る

ど
ト， 探．
高

な

、

介

高そ

度
す

ど
し

度
の爆

検
出

る

た
な

発
す

索
．

検め的

技

こ，

索
分に

術

と
技増

は
野

の

術加，分

蔓
キが

す

素

類ー
開

，

技

る

概
発
ワ

情

術

ー念さ
輯

お

検
れド

量

よ

検索
つ

の

び

索
，

つ
適

更中
の

あ
か

用

にみ

常

に

氾
必

て

に

プ濫憂
講
す

． そ

●る
と

し

れ

が
す

必
す

ら

夏ち
る

る

の

情

な

がま

手

輯あ
ド

た 法
」キる．

の

．既ュ
を

問

こ

高
存メれ

題

遠
の

ン

点

をか管ト実

に

情
理つ現

つ

漏

轍

方す

い

れ

法をる
て

な

を
知た

も
紹く

識

考

め介ビの寮

と

す

ッ
す

手

す

ク
る

法

る

る
と

にに
． 

はr
アッ
つい
とも

イグ ンターネ ットの覺晨は人工知能やデー タ マイニン
技術と共に、新しい社会インフラとしての地位ビを

確立した。本講
●

では、このような背景の中、 ッグデータ ・ クラウ
ド
サー ビス など闊

綸
運

す
の最。

詈

議新
ま

請文を
題材に、各綸

が
文

研
プ

の究ロ貫
分

セ献
野

スについて朧
す

る 綸の目
的は、請文 にもたら貢献に ら

ず
、

各請文の査読 などにも立ち入りなが ら、査
訣の仕方、査訣への対応の仕方などについても学
ぶ．

現代の
情輯

処理技
術

が寵冑のような新しい価値を創出
しようとしている一 方、迷惑メイルやインターネッ

トウイルス等のマイナス面が新な マイナス の社
社
会会蔓背

因を作りつつ ある。本麟種
概

●
では、 このよ技 うな

景の中、問題 と なる 各 念および関運術に関 す
請る

ら

鰭
ずの

文を11材に、 輪
が

読

文
研ブ 究

内ロ 容に関する朧
ら

綸

す
を行

献
う。 朧

目的は、鎗文 分 野にもた 貢に冒ま
、各輪 文の査 セス な

の
ど仕にも立ち入りなが

ら．査読の仕方、査読への対応 方など
に
ついて

も学ぶ。

流行現象， 流通•取起引闊係，

ブ
ロジェクト運営．伝染病

など， 人や組織Iこ因する社会のさまざまな関係は，
複帷システムの法視か点から捉えるこ とが できる．こ れら

を分析す分る析手 ら， マ ルチエー ジェント技術，ネッ
トワ ーク ，学詈瑣請な どのモ献デルと手

法
を取り上

げ，最近の研究成果に関する文 を読む．

＃ゃ

翌
:

シ

:

芯

“

9

.::

ュ芯

も

レ

菰

ー宮

悶

シ

伍

ョ

井

只ン

.

●

:

品●

:
江

を

::::

品基

蹂

芸

翌

と

益

し円た

悶
妥

ポ
岱

ぢ
＃

ト：：：：ム

ぢ

ア

右
紅

ッ
ブ

備考

必修

必修

レ ジリエンス研究教育

参推

る
進直檄機コ
員が

関
ンソ

ーシ アムの
をはじめとす
認め た機 関が

対象

レジリエンス 研 究教育
推

参
進

園
機
コンソーシ アムの

関
が

をはじめと す
る敦員 認めた 機関が

対象

備考

西暦奇数年 度開講．
02FA238と同一。

西暦偶数年度1111謂。
02FA239と同一 ．

西02F暦A2
奇
42数と

年問度ー開
。
講．

酉層1員数年度開講．
02FA243と同一。

Medium of Instruction 
is 

e 
Jtaphae nese. Please 

se Japanese 
sy 11 abus for the 
detai !s. 

西暦奇数年度闇講 。
02FA246と同一。

Medium of Instruction 
is Ja

t
p
h
ae nese. Pl ease 

see Japanese 
sdyet

lalai b
I 
us for tile 
,. 

西層偶数年度開謂．
02F紐47と同一 ．

令和元年度リスク工学専攻教育課程（博士後期課程昼夜開講プログラム）
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